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造有機化学討論会、2005 年 9 月 9,10 日、大阪市（阪市大）。	

240)	 「ニトロニルニトロキシドホストの金属イオン包接による磁性のスイッチ」五十嵐一貴、石田尚

行、野上	 隆、構造有機化学討論会、2005 年 9 月 9,10 日、大阪市（阪市大）。	

241)	 「ビフェニル-3,5-ジイルビス(t-ブチルニトロキシド)結晶中の分子間相互作用についての電子

密度分布解析」細谷宏明・西巻裕和・石田尚行・黒川源太郎・野上	 隆・安井正憲、構造有機化

学討論会、2005 年 9 月 9,10 日、大阪市（阪市大）。	

242)	 「キレート配位子となる tert-ブチル	2-ピリジル	ニトロキシドと遷移金属イオンによる錯体の

構造と磁性」岡澤	 厚、嶌田友和、石田尚行、野上	 隆、分子構造総合討論会、2005 年 9 月 27-30

日、東京。	

243)	 「単鎖磁石ヒドロニトロニルニトロキシド・コバルト(II)錯体とその関連物質の構造と磁性」石

井憲雄、石田尚行、野上	 隆、分子構造総合討論会、2005 年 9 月 27-30 日、東京。	

244)	 「電導性単分子磁石開発への試み」上木創平、石田尚行、野上	 隆、田村雅史、分子構造総合討

論会、2005 年 9 月 27-30 日、東京。	

245)	 「基底三重項ビラジカルを配位子とした金属錯体の構造と磁性」西巻裕和、黒川源太郎、石田尚

行、安井正憲、野上	 隆、分子構造総合討論会、2005 年 9 月 27-30 日、東京。	

246)	 「生物発光基質のドナー性を用いた電荷移動錯体の研究」鈴木麻衣、藤井	 隆、野上	 隆、平野	

誉、石田尚行、分子構造総合討論会、2005 年 9 月 27-30 日、東京。	

247)	 「９−メシチル−１０−メチルアクリジニウム塩の光励起種およびアジド架橋ポリマー錯体の光反

応物の磁気測定」森下康彦、野上	 隆、石田尚行、第 44 回電子スピンサイエンス学会年会、2005

年 10 月 24〜26 日、仙台。	

248)	 「超分子アーキテクチャーを利用した複合機能性分子磁性材料の開発」野上	 隆・森	 文仁・上

木創平・小山内圭太・森下康彦・五十嵐一貴・油座謙次・石田尚行、電気通信大学サテライトベ

ンチャービジネスラボラトリー、平成１６年度年報、p.34.	

249)	 「長鎖アルキル化した配位子を用いた室温双安定スピンクロスオーバー錯体の開発」斉藤秀一・

石田尚行・野上	 隆、東京農工大学・電気通信大学 21 世紀 COE プログラム、第二回合同シンポジ

ウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2005 年 12 月 10 日、小金井（東農工大）。 
250)	 「磁性・伝導性物質の原料としてのフタロシアニン 4f 金属塩や	3d-4f ヘテロ金属錯化合物」石

田尚行・野上	 隆、特定研究「分子性導体」シンポジウム、2006 年 1 月 9-11 日、東京。	

251)	 「スピロ架橋配位子を用いた遷移金属二核錯体にみられる磁性軌道の直交性と強磁性的カップリ

ング」岡澤	 厚、石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋

（日大）。	

252)	 「2,2'-ビピリジルの 6 位にニトロキシドラジカルを有する配位子を用いた金属錯体の構造と磁

性」小山内圭太、石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋

（日大）。	

253)	 「オキシマート架橋を用いた 3d-4f 単分子磁石とその量子トンネル磁化」上木創平、森文仁、乳

井徹也、石田尚行、野上	 隆、Choi	 Kwang-Yong、野尻浩之、日本化学会第８６春季年会、2006

年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

254)	 「ヘキサフルオロアセチルアセトナト銅(II)錯体から得られる異常な骨格変化を伴った銅四核錯

体について」森下康彦、石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、

船橋（神奈川大）。	
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255)	 「長鎖アルキル化した配位子を用いた室温双安定スピンクロスオーバー錯体の開発」斉藤秀一、

石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

256)	 「基底 3 重項ビラジカルを配位子に用いた鎖状 Co(hfac)2錯体の構造と磁性」西巻裕和、石田尚

行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

257)	 「フタロシアニン誘導体を用いた可溶化単分子磁石の合成」乳井徹也、石田尚行、野上	 隆、日

本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

258)	 「ニトロニルニトロキシドホストの金属イオン包接による磁性のスイッチ」五十嵐一貴、石田尚

行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

259)	 「ニトロニルニトロキシドラジカルとコバルト(II)による一次元鎖錯体の磁気的性質」石井憲雄、

千葉	 晋、石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８６春季年会、2006 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

260)	 「分子磁性の超分子スイッチ」石田尚行・野上	 隆、第一回ホストゲスト化学シンポジウム、2006

年 5 月 29、30 日、つくば市。	

261)	 「ジ、トリ、テトララジカル配位子の	open	または	folded	構造の変化に伴う磁気的カップリン

グスイッチ」五十嵐一貴・小山将正・石田尚行・野上	 隆、第一回ホストゲスト化学シンポジウ

ム、2006 年 5 月 29、30 日、つくば市。	

262)	 「天然有機化合物由来のドナー分子」石田尚行、野上	 隆、文部科学省科学研究費特定領域「分

子性導体」合同班会議 2006（第五回シンポジウム）、２００６年６月２、３日、名古屋。	

263)	 「新規金属錯体に関する研究〜一次元錯体の構造と磁性〜」小金民造、石田尚行、野上	 隆、電

気通信大学第１１回共同研究成果発表会、2006 年 6 月７日、調布（電通大）。	

264)	 「室温双安定性物質を目指した三重項ビラジカルの構造と磁性」西巻裕和、石田尚行、野上	 隆、

分子構造総合討論会、2006 年 9 月 20-23 日、静岡。	

265)	 「ニトロニルニトロキシドラジカルとコバルト(II)による交互一次元錯体」石井憲雄、岡村祥有、

千葉	 晋、石田尚行、野上	 隆、分子構造総合討論会、2006 年 9 月 20-23 日、静岡。	

266)	 「常磁性サイクラムと遷移金属イオンの強磁性的カップリング」五十嵐一貴、石田尚行、野上	 隆、

分子構造総合討論会、2006 年 9 月 20-23 日、静岡。	

267)	 「三方両錘型配位構造をもつ銅(II)錯体の磁気的カップリング」小山将正、石田尚行、野上	 隆、

小金民造、分子構造総合討論会、2006 年 9 月 20-23 日、静岡。	

268)	 「キレート配位するラジカルと遷移金属イオンとの強磁性的カップリング」岡澤	 厚、嶌田友和、

石田尚行、野上	 隆、分子構造総合討論会、2006 年 9 月 20-23 日、静岡。	

269)	 「イミダゾールやピラゾール誘導体を配位子としたヘテロスピン系分子性磁性体の構築」根津	

将、石田尚行、野上	 隆、分子構造総合討論会、2006 年 9 月 20-23 日、静岡。	

270)	 「t-ブチル	2-ピリジルニトロキシド類を用いた銅(II)やニッケル(II)	錯体に見られる強い強磁

性的カップリング」岡澤	 厚・寺門雄太郎・小山内圭太・野上	 隆・石田尚行、第４５回電子ス

ピンサイエンス学会年会（SEST2006）、2006 年 11 月 14	-	16 日、京都。	

271)	 「凍結溶液中におけるランタノイド錯体の単分子磁石挙動」乳井徹也、小山将正、石田尚行、野

上	 隆、篠田哲史、築部	 浩、第４５回電子スピンサイエンス学会年会（SEST2006）、2006 年 11

月 14	-	16 日、京都。	

272)	 「3d-4f ヘテロ金属配位化合物を用いた単分子磁石」石田尚行・野上	 隆、電気通信大学・東京

農工大学21世紀COEプログラム、第三回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、

2006 年 12 月 2 日、調布（電通大）。	

273)	 「キレート配位する	2-ピリジルニトロキシド誘導体の合成とその遷移金属錯体の構造および磁

性」岡澤	 厚・石田尚行・野上	 隆、電気通信大学・東京農工大学 21 世紀 COE プログラム、第三

回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2006 年 12 月 2 日、調布（電通大）。	



石田尚行 

 
- 30 - 

 

274)	 「天然物有機分子ルシフェリン類の電子物性材料への応用」石田尚行・野上	 隆、文部科学省科

学研究費特定領域「分子性導体」第六回シンポジウム、2007 年 1 月 11-13 日、札幌。	

275)	 「単鎖磁石挙動とバルク磁石挙動との共存」石田尚行、石井憲雄、岡村祥有、千葉	 晋、野上	 隆、

日本化学会第８７春季年会、2007 年 3 月 25-28 日、吹田（関西大）。	

276)	 「tert-ブチルニトロキシドが置換した含窒素複素環骨格を持つラジカルキレート分子の合成、構

造および磁性」岡澤	 厚・寺門雄太郎・石田尚行・野上	 隆、日本化学会第８７春季年会、2007

年 3 月 25-28 日、吹田（関西大）。	

277)	 「スピロ骨格を有するラジカルの合成とその磁性」石井憲雄・石原信宏・石田尚行・野上	 隆、

日本化学会第８７春季年会、2007 年 3 月 25-28 日、吹田（関西大）。	

278)	 「3'-メチルビフェニル-3,5-ジイルビス(t-ブチルニトロキシド)の二段階の反磁性-常磁性転移

を伴う固相−固相及び固相−液相転移」西巻	 裕和・石田尚行・野上	 隆、日本化学会第８７春季

年会、2007 年 3 月 25-28 日、吹田（関西大）。	

279)	 「ホタルルシフェリン誘導体を用いた電導性材料やスピンクロスオーバー錯体の開発」	鈴木麻

衣・佐藤裕文・石田尚行・野上	 隆、日本化学会第８７春季年会、2007 年 3 月 25-28 日、吹田（関

西大）。	

280)	 「アザクラウンやアミノ酸から誘導されるスピンラベル試薬の金属-ラジカル系分子性磁性体へ

の応用」五十嵐一貴・石田尚行・野上	 隆、第２回ホスト・ゲスト化学シンポジウム、2007 年５

月２４，２５日、大阪（阪市大）。	

281)	 「新規金属錯体に関する研究〜ヘテロ金属錯化合物からなる単分子磁石の開発」根津	 将、岡澤	

厚、石田尚行、野上	 隆、小金民造、電気通信大学第１２回共同研究成果発表会、2007 年 6 月 6

日、調布（電通大）。	

282)	 「ピリミジンを置換基に有する TTF 類の合成とその性質」石田尚行・太田俊介・野上	 隆、文部

科学省科学研究費特定領域「分子性導体」第七回シンポジウム、2007 年 7 月 19	-	20 日、東京。	

283)	 「グリオキシム架橋した[Dy2Cu2]型単鎖磁石の高磁場 ESRの研究」岡澤	 厚、石田尚行、野上	 隆、

野尻浩之、第一回分子科学討論会、2007 年 9 月 17-20 日、仙台（東北大）。	

284)	 「ピラジンやイミダゾラート類を架橋配位子として用いた銅（II）多核錯体の磁気的カップリン

グ」小山	 将正、石田尚行、野上	 隆、小金民造、第一回分子科学討論会、2007 年 9 月 17-20 日、

仙台（東北大）。	

285)	 「オキシマート架橋配位子を用いた 3d-4f 分子性磁性体」根津	 将、石田尚行、野上	 隆、第一

回分子科学討論会、2007 年 9 月 17-20 日、仙台（東北大）。	

286)	 「芳香族ニトロンを用いた超分子錯体の構造と磁性」望月俊秀、石田尚行、野上	 隆、第一回分

子科学討論会、2007 年 9 月 17-20 日、仙台（東北大）。	

287)	 「アミノ酸スピンラベルの開発とその分子磁性材料への展開」長田朝香、五十嵐一貴、石田尚行、

野上	 隆、日本化学会第一回関東支部大会、2007 年 9 月 27-28 日、八王子市（首都大学東京）。	

288)	 「ジ-２-ピリジルケトオキシマート架橋配位子を用いた 3d-4f 単分子磁石」根津	 将、石田尚行、

野上	 隆、日本化学会第一回関東支部大会、2007 年 9 月 27-28 日、八王子市（首都大学東京）。	

289)	 「ニトロンを配位子に用いた超分子錯体の構造と磁性」望月俊秀、石田尚行、野上	 隆、日本化

学会第一回関東支部大会、2007 年 9 月 27-28 日、八王子市（首都大学東京）。	

290)	 「複素芳香環ニトロキシドのキレート錯体の研究」寺門雄太郎、永市泰規、石田尚行、野上	 隆、

日本化学会第一回関東支部大会、2007 年 9 月 27-28 日、八王子市（首都大学東京）。	

291)	 「アルキル鎖長に依存して磁性を変えるニトロニルニトロキシド‐Co(II)鎖状錯体」岡村祥有、

石田尚行、野上	 隆、日本化学会第一回関東支部大会、2007 年 9 月 27-28 日、八王子市（首都大

学東京）。	
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292)	 「複素芳香族ラジカルを用いたキレート錯体の研究」寺門雄太郎，岡澤	 厚，石田尚行，野上	 隆、

東京農工大学・電気通信大学 21 世紀 COE プログラム、第４回合同シンポジウム「ナノ未来材料と

コヒーレント光科学」、2007 年 12 月 1 日、小金井（東農工大）。	

293)	 「巨大ヒステリシスを持つ擬単一次元鎖磁石」岡村祥有，石田尚行，野上	 隆、東京農工大学・

電気通信大学21世紀COEプログラム、第４回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科

学」、2007年12月1日、小金井（東農工大）。	

294)	 「高周波	ESR	による	4f-3d	ヘテロ金属間の交換相互作用の決定」石田尚行・野上	 隆、文部科

学省科学研究費特定領域「分子性導体」第八回シンポジウム、2008 年１月７	–	９日、東京。	

295)	 「ニトロニルニトロキシド-Co（II）鎖状錯体のアルキル鎖種と磁性」岡村祥有、石田尚行、野上	

隆、日本化学会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30 日、東京（立教大）。	

296)	 「芳香族ニトロンを用いた超分子錯体の構造と磁性」望月俊秀、石田尚行、野上	 隆、日本化学

会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30 日、東京（立教大）。	

297)	 「非環状イオンレセプターにラジカルを導入したスピンラベルキレートの研究」小山将正、石田

尚行、野上	 隆、日本化学会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30 日、東京（立教大）。	

298)	 「２−ピリジルメチレンアニリンを用いた鉄（II）チオシアネート錯体のスピンクロスオーバー転

移と中間相転移」大曽裕也、齋藤秀一、石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８８春季年会、2008

年 3 月 26-30 日、東京（立教大）。	

299)	 「複素芳香族の 2 位に置換したラジカルを用いたキレート錯体の研究」寺門雄太郎、岡澤	 厚、

石田尚行、野上	 隆、日本化学会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30 日、東京（立教大）。	

300)	 「オキシマート架橋を用いた 4f-3d 錯体の磁性と新規単分子磁石の構築」根津	 将、石田尚行、

野上	 隆、野尻浩之、日本化学会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30 日、東京（立教大）。	

301)	 「単結晶構造相転移に伴うラジカル−銅(II)イオン間強磁性的/反強磁性的相互作用の熱的スイッ

チ」岡澤	 厚、橋爪大輔、野上	 隆、石田尚行、日本化学会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30

日、東京（立教大）。	

302)	「直線三核型 4f-3d ヘテロ金属錯体単分子磁石における交換相互作用の決定」石田尚行、岡澤	 厚、

渡邊	 亮、野上	 隆、野尻浩之、日本化学会第８８春季年会、2008 年 3 月 26-30 日、東京（立教

大）。	

303)	「新規金属錯体に関する研究〜室温双安定性を目指したスピンクロスオーバー錯体の合成開発〜」

大曽裕也、小山将正、野上	 隆、石田尚行、小金民造、電気通信大学共同研究センター第１３回

成果報告会、2008 年６月４日、電通大。	

304)	 「ニトロキシドビラジカルを基調とした常磁性ホスト分子の開発」長田朝香・岡村祥有・小山将

正・野上	隆・石田尚行、第三回バイオ関連化学合同シンポジウム、2008 年 9 月 18-20 日、東工

大。	

305)	 「RE-3d ヘテロ金属分子磁性体の交換相互作用と磁性」野尻浩之，吉居俊輔，石田尚行，岡澤厚、

日本物理学会年会、2008 年 9 月 20-23 日、盛岡（岩手大）。	

306)	 「ポリエーテル架橋ビラジカルの構造と磁性」石田尚行・長田朝香・岡村祥有・小山将正・野上	隆、

第１９回基礎有機化学討論会（第３８回構造有機化学討論会）、2008 年 10 月 3-5 日、大阪大学。	

307)	 「ビス（ヘテロアリール）ニトロキシドおよびそのキレート錯体の合成と磁性」岡澤	厚・永市泰

規・野上	隆・石田尚行、第１９回基礎有機化学討論会（第３８回構造有機化学討論会）、2008 年

10 月 3-5 日、大阪大学。	

308)	 「ピリジルニトロキシドを用いたキレート錯体の研究」寺門雄太郎・岡澤	 厚・石田尚行・野上	隆、

第１９回基礎有機化学討論会（第３８回構造有機化学討論会）、2008 年 10 月 3-5 日、大阪大学。	

309)	 「ビフェニル骨格を含む三重項ビラジカル誘導体の固相‐固相転移と磁性」廣瀬智史・工藤大希・



石田尚行 

 
- 32 - 

 

石田尚行・野上	隆、第１９回基礎有機化学討論会（第３８回構造有機化学討論会）、2008 年 10

月 3-5 日、大阪大学。	

310)	 「希土類イオンと遷移金属イオンを用いた単分子磁石を目指して」渡邉	 亮、岡澤	 厚、野尻浩

之、野上	 隆、石田尚行、東京農工大学・電気通信大学 21 世紀 COE プログラム、第五回合同シン

ポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2008 年 12 月 13 日、調布（電通大）。	

311)	 「超分子錯体の構造と磁性の研究」望月俊秀、石田尚行、野上	 隆、東京農工大学・電気通信大

学 21 世紀 COE プログラム、第五回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2008

年 12 月 13 日、調布（電通大）。	

312)	 「大きな保磁力を示すコバルト-ラジカル一次元化合物のμSR」岡村祥有、石田尚行、野上	 隆、

渡邊功雄、日本化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

313)	 「複素芳香族ニトロニルニトロキシドを配位子とした超分子錯体の構造と磁性」望月俊秀、石田

尚行、野上	 隆、日本化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

314)	 「純有機フェリ磁性体を目指したビラジカルの合成と物性」廣瀬智史・野上	隆・石田尚行、日本

化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

315)	 「サレン型のコンパートメント配位子を利用したランタノイド(III)	とバナジウム(IV)	を組み

合せた錯体の研究」渡邊	 亮、岡澤	 厚、石田尚行、野上	 隆、野尻浩之、日本化学会第８９春

季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

316)	 「ポリエーテル架橋されたニトロキシドビラジカル分子とそのホスト-ゲスト化合物」長田朝香、

野上	 隆、石田尚行、日本化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

317)	 「芳香族ビスニトロキシド及びそのキレート錯体の研究」寺門雄太郎、野上	 隆、石田尚行、日

本化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋（日大）。	

318)	 「tris(2-pyridyl)methane 類を用いた鉄(II)錯体のスピンクロスオーバー転移と光誘起スピン

転移」大曽裕也、野上	 隆、石田尚行、日本化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、船橋

（日大）。	

319)	 「4f-3d ヘテロスピン系錯体におけるランタノイドイオン種と交換相互作用との相関」岡澤	 厚、

渡邊	 亮、野尻浩之、野上	 隆、石田尚行、日本化学会第８９春季年会、2009 年 3 月 27-30 日、

船橋（日大）。	

320)	 「新規金属錯体に関する研究	 〜低次元磁性材料の合成開発〜」渡邉	 亮、藤原	 慶、小山将正、

野上	 隆、石田尚行、小金民造、電気通信大学共同研究センター第１４回成果報告会、2009 年６

月３日、電通大。	

321)	 「ビアリール骨格を有する m-フェニレンビラジカル類の合成と磁性」廣瀬智史・石田尚行、日本

化学会第三回関東支部大会、平成 21 年９月４日、５日、東京（早大理工）。	

322)	 「ポリエーテル架橋されたニトロキシドビラジカル分子のイオン選択性と包接による構造・磁性

のスイッチ」長田朝香・野上	隆・石田尚行、日本化学会第三回関東支部大会、平成 21 年９月４

日、５日、東京（早大理工）。	

323)	 「ニッケル(II)とランタニド(III)を組み合せた新規の四核錯体の構造と磁性」渡邉	 亮、岡澤	

厚、森	 文仁、野上	 隆、野尻浩之、石田尚行、日本化学会第三回関東支部大会、平成 21 年９月

４日、５日、東京（早大理工）。	

324)	 「[LnMLn]型錯体における 4f-3d スピン間の交換相互作用」岡澤	 厚、根津	 将、野尻浩之、石田

尚行、第三回分子科学討論会、2009 年 9 月 21 日～24 日、名古屋。	

325)	 「ビピリジンを骨格にもつビラジカル四座キレート錯体の構造と磁性」小出和也、石田尚行、第

三回分子科学討論会、2009 年 9 月 21 日～24 日、名古屋。	

326)	 「遷移金属イオンを変えた[DyMDy]型三核錯体における単分子磁石性能の比較」岡澤	 厚、野尻浩
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之、野上	 隆、石田尚行、第 59 回錯体化学討論会、2009 年 9 月 25 日～27 日、長崎。	

327)	 「RE-3d ヘテロ金属分子磁性体の交換相互作用と磁性」野尻浩之，林	 美咲、田中	 豪、吉居俊

輔、A.	Gommella、石田尚行、岡澤厚、日本物理学会年会、2009 年 9 月 25-28 日、熊本。	

328)	 「常磁性ホストの開発と超分子化学的磁性スイッチの検討」長田朝香、小出和也、石田尚行、第

20 回基礎有機化学討論会、2009 年 9 月 28 日～30 日、桐生。	

329)	 「４ｆ－３ｄ－２ｐへテロスピン系の交換相互作用を利用した電子物性材料の創出」石田尚行、

新学術領域研究「分子自由度が拓く新物質科学」第 2 回領域会議、2009 年 10 月 6、7 日、本郷。	

330)	 「Salen 型のジハロゲン誘導体配位子を用いたオキソバナジウム(Ⅳ)錯体に関する研究」藤原	

慶、石田尚行、第４８回電子スピンサイエンス学会、2009 年 11 月 10 日～12 日、神戸（神戸大学）。	

331)	 「ポリエーテル架橋されたニトロキシドビラジカル分子のイオン選択性と包接による構造・磁性

のスイッチ」長田朝香、石田尚行、第４８回電子スピンサイエンス学会、2009 年 11 月 10 日～12

日、神戸（神戸大学）。	

332)	 「Ln(III)-V(IV)錯体の磁気構造の解明と Ln(III)-Cu(II)錯体との比較」渡邉	 亮、岡澤	 厚、

藤原	 慶、野上	 隆、野尻浩之、石田尚行、第４８回電子スピンサイエンス学会、2009 年 11 月

10 日～12 日、神戸（神戸大学）。	

333)	 「RE-3d ヘテロメタル分子磁石の ESR による評価」野尻浩之・林美咲・田中豪・吉居俊輔・A.	

Gomella・石田尚行・岡澤	 厚、第４８回電子スピンサイエンス学会、2009 年 11 月 10 日～12 日、

神戸（神戸大学）。	

334)	 「希土類ナノ磁石の交換相互作用評価」石田尚行,	吉居俊輔,	野尻浩之、文部科学省先端研究施

設共用イノベーション創出事業	 ナノテクノロジー・ネットワーク H21 年度成果報告会、2009 年

11 月１７、１８日、札幌。（招待講演）	

335)	「ランタニドイオンと遷移金属イオンを組み合せた新規な単分子磁石開発とその磁気構造の解明」

藤原	 慶,	渡邉	 亮,	岡澤	 厚,	野尻浩之,	石田尚行、東京農工大学・電気通信大学第六回合同

シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2009 年 12 月 5 日、小金井（東農工大）。	

336)	 「反磁性−常磁性相転移する m–フェニレンビラジカル誘導体の研究」廣瀬智史,	西巻裕和,	工藤

大希,	野上	 隆,	石田尚行、東京農工大学・電気通信大学第六回合同シンポジウム「ナノ未来材

料とコヒーレント光科学」、2009 年 12 月 5 日、小金井（東農工大）。	

337)	「ランタニドイオンと遷移金属イオンを組み合せた新規な単分子磁石開発とその磁気構造の解明」

石田尚行・岡澤	 厚、新学術領域研究「分子自由度が拓く新物質科学」第３回領域会議、2010 年

1 月 5-7 日、宮城。	

338)	 「R351:	μSR	Study	on	Cobalt(II)-Radical	Low	Dimensional	Magnets」石田尚行、２０１０年

１月理研ＲＡＬ成果発表会、2010 年 1 月 20,21 日、和光（理研）。	

339)	 「希土類ナノ磁石の交換相互作用評価（Determination	of	Exchange	Interaction	in	Lanthanide	

Nano-Magnets）」手老省三、石田尚行、野尻浩之、nano	tech	2010（国際ナノテクノロジー総合展・

技術会議）、2010 年 2 月 17-19 日、東京ビッグサイト。	

340)	 「テルピリジンを骨格にもつビラジカル五座キレート錯体の構造と磁性」小出和也、石田尚行、

日本化学会第９０春季年会、2010 年 3 月 26-29 日、東大阪（近畿大）。	

341)	 「ピリジンを主骨格に持つ m-フェニレン型ビラジカルの合成と物性」廣瀬智史、石田尚行、日本

化学会第９０春季年会、2010 年 3 月 26-29 日、東大阪（近畿大）。	

342)	 「ラジカル置換アミノ酸誘導体とその金属錯体の構造と磁性」長田朝香、石田尚行、五十嵐一貴、

日本化学会第９０春季年会、2010 年 3 月 26-29 日、東大阪（近畿大）。	

343)	 「サレン型配位子を用いてランタノドイオンと遷移金属イオンを組み合わせたヘテロスピン２核

錯体の交換相互作用」渡邉亮、藤原慶、岡澤厚、田中豪、吉居俊輔、野尻浩之、石田尚行、日本
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化学会第９０春季年会、2010 年 3 月 26-29 日、東大阪（近畿大）。	

344)	 「ラジカル－コバルト低次元磁性体のµSR」石田尚行、CMRC 研究会	「分子性結晶における構造物

性研究」2010 年 4 月 22,23 日、つくば。	

345)	 「新規金属錯体に関する研究〜スピンクロスオーバーと光誘起励起スピン状態捕捉を示す材料の

開発」廣澤直樹、石田尚行、小金民造、電気通信大学産学官連携センター第１５回共同研究成果

報告会、2010 年６月２日、電通大。	

346)	 「常磁性ホストとしてのビスニトロキシド化合物」小出和也、石田尚行、第 21 回基礎有機化学討

論会、2010 年 9 月 9 日～11 日、名古屋。	

347)	 「ジケトエチレン骨格をもつフォトクロミック物質の光誘起磁性」井田由美、石田尚行、第 21

回基礎有機化学討論会、2010 年 9 月 9 日～11 日、名古屋。	

348)	 「ランタノイドイオンと銅イオンを組み合せた単分子磁石における交換相互作用の解明」藤原	

慶，渡邉	 亮，岡澤	 厚，田中	 豪，吉居俊輔，野尻浩之，石田尚行、第四回分子科学討論会、

2010 年 9 月 14 日～17 日、大阪。	

349)	 「リン酸モノアルキルエステルを配位子として用いた４ｆ系単分子磁石の開発」島田貴士，石田

尚行、第四回分子科学討論会、2010 年 9 月 14 日～17 日、大阪。	

350)	 「Tetrakis(2-pyridyl)methane 類を配位子に持つ鉄(II)錯体の構造とスピンクロスオーバー及

び光誘起励起状態捕捉」廣澤直樹，大曽裕也,	石田尚行、第四回分子科学討論会、2010 年 9 月 14

日～17 日、大阪。	

351) 「4f-3d	交換相互作用に見られる	chemical	trend」石田尚行、新学術領域研究「分子自由度が拓

く新物質科学」第４回領域会議 A05 班会議、2010 年 11 月 19-20 日、京都（京大）。	

352) 「ジケトエチレン骨格をもつフォトクロミック物質の光誘起磁性」井田由美、石田尚行、東京農

工大学・電気通信大学第六回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2010 年

12 月 11 日、調布（電通大）。	

353) 「スピン転移類似挙動を示すπ-d へテロスピン系」石田尚行、岡澤	 厚、新学術領域研究「分子

自由度が拓く新物質科学」第４回領域会議、2011 年 1 月 5-7 日、東京。	

354) 「オリゴピリジンビスニトロキシド化合物を用いた常磁性ホストの構造と磁性」小出和也、石田

尚行、日本化学会第９１春季年会、2011 年 3 月 26-29 日、横浜（神奈川大）。	

355) 「テトラハロサレン配位子を用いたオキソバナジウム(IV)錯体にみられる強磁性的カップリング」

藤原	 慶、石田尚行、日本化学会第９１春季年会、2011 年 3 月 26-29 日、横浜（神奈川大）。	

356) 「インダンジオン誘導体を用いたフォトクロミック物質の光誘起磁性」井田由美、石田尚行、日

本化学会第９１春季年会、2011 年 3 月 26-29 日、横浜（神奈川大）。	

357) 「４ｆ‐３ｄ金属三核錯体における交換相互作用のランタノイドイオン依存性」島田貴士、藤原	

慶、岡澤	 厚、田中	 豪、野尻浩之、吉居俊輔、石田尚行、日本化学会第９１春季年会、2011 年

3 月 26-29 日、横浜（神奈川大）。	

358) 「スピンクロスオーバー及び LIESST 現象を示す鉄(II)錯体の配位子の構造及びイオンサイズの

違いのもたらす転移温度の変化」廣澤直樹、石田尚行、日本化学会第９１春季年会、2011 年 3 月

26-29 日、横浜（神奈川大）。	

359) 「へテロスピン系の特異な結合を利用した材料群の創出と構造相転移物質への展開」石田尚行、

新学術領域研究「分子自由度が拓く新物質科学」第５回領域会議、2011 年 6 月 8,9 日、東京。	

360)	 「ピラジン架橋銅錯体の中で強磁性的カップリングを発現させるための試み」島田貴士・渡邉	

亮・小山将正・石田尚行・小金民造、日本化学会第五回関東支部大会、平成 23 年 8 月 30,	31 日、

東京（東農工大）。	

361)	 「初めてのシン-アンチ型の亜硝酸架橋した Mn(II)のサレン錯体の構造と磁性」井田由美・Kar,	
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Paramita・Biswas,	Rituparna・Drew,	Michael	G.	B.・Ghosh,	Ashutosh・石田尚行、日本化学会

第五回関東支部大会、平成 23 年 8 月 30,	31 日、東京（東農工大）。	

362)	 「直線三核	Cu-Ln-Cu	金属錯体における交換相互作用のランタノイドイオン依存性」島田貴士、

藤原	 慶、岡澤	 厚、田中	 豪、吉居俊輔、野尻浩之、石田尚行、第 61 回錯体化学討論会、平成

23 年 9 月 17	－19 日、岡山（岡山理科大）。	

363)	 「テトラキス(２−ピリジル)メタンを利用したスピンクロスオーバー鉄(II)錯体の転移温度のカ

ウンターイオン依存性」廣澤直樹、石田尚行、第 61 回錯体化学討論会、平成 23 年 9 月 17	－19

日、岡山（岡山理科大）。	

364)	 「基底	S	=	3	となるμ3-O-架橋ニッケル(II)三核錯体の磁性」井田由美、Rituparna	Biswas、	

Michael	G.	B.	Drew、Ashutosh	Ghosh、野尻浩之、石田尚行、第 61 回錯体化学討論会、平成 23

年 9 月 17	－19 日、岡山（岡山理科大）。	

365)	 「4f–3d 系錯体におけるランタノイド―ニッケルイオン間に働く交換相互作用の決定」岡澤	

厚・石田尚行・吉居俊輔・野尻浩之・小島憲道、第 61 回錯体化学討論会、平成 23 年 9 月 17	－

19 日、岡山（岡山理科大）。	

366)	 「熱誘起磁性の発現を目指した基底三重項ビラジカルの合成と評価」金野拓也、廣瀬智史、石田

尚行、第 22 回基礎有機化学討論会、平成 23 年 9 月 21	－23 日、つくば。	

367)	「ラジカル二座配位子を目指したピリミジン-4,6-ジイルビス(tert-ブチルニトロキシド)の合成」

本間雄太、岡澤	 厚、石田尚行、第 22 回基礎有機化学討論会、平成 23 年 9 月 21	－23 日、つく

ば。	

368）	「t-ブチル 2-ピリジルニトロキシド-ランタノイド（Ln	=	Gd,	Tb,	Dy）錯体における比較的強い

反強磁性的相互作用」村上里奈，池谷直哉，金友拓哉，石田尚行、第 50 回電子スピンサイエンス

学会年会（SEST2011）、2011 年 11 月 16	–	18 日、仙台。	

369）	「ピリミジン-4,6-ジイルビス（tert-ブチルニトロキシド）の合成および性質」本間雄太・岡澤	

厚・石田尚行、第 50 回電子スピンサイエンス学会年会（SEST2011）、2011 年 11 月 16	–	18 日、

仙台。	

370）	「ニトロニルや２-ピリジルニトロキシドと Gd の錯体が見せる強磁性や反強磁性的相互作用」村

上里奈，池谷直哉，金友拓哉，石田尚行、東京農工大学・電気通信大学第七回合同シンポジウム

「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2011 年 12 月 10 日、小金井（東農工大）。	

371）	「基底三重項ピリミジンビスニトロキシドの合成と性質」本間雄太，岡澤	 厚，石田尚行、東京

農工大学・電気通信大学第七回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2011

年 12 月 10 日、小金井（東農工大）。	

372）	「ガドリニウム-ニトロキシド錯体における構造と磁気カップリングとの相関」石田尚行、新学術

領域研究「分子自由度が拓く新物質科学」第６回領域会議、2010 年 1 月 5-7 日、仙台。	

373）	「研究報告〜希土類の科学」石田尚行、岩村セミナー、2012 年 3 月 24 日、駒場（東大）。（招待

講演）	

374) 「Tetrakis(2-pyridyl)methane 類を配位子に持つ鉄(II)	錯体のカウンターカチオンの違いがも

たらす構造とスピンクロスオーバー挙動の変化」廣澤直樹、石田尚行、日本化学会第９２春季年

会、2012 年 3 月 25-28 日、横浜（慶応日吉）。	

375)	 「架橋基の異なる基底 S	=	3 の Ni 三核錯体の磁性」井田由美、Rituparna	Biswas、Kar	Paramita、

Ashutosh	Ghosh、宮本恵子、野尻浩之、石田尚行、日本化学会第９２春季年会、2012 年 3 月 25-28

日、横浜（慶応日吉）。	

376)	 「4f-3d 錯体における交換相互作用と磁気異方性」島田貴士、岡澤	 厚、吉居俊輔、野尻浩之、

石田尚行、日本化学会第９２春季年会、2012 年 3 月 25-28 日、横浜（慶応日吉）。	
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377)	 「熱誘起磁性の発現を目指したビラジカルの合成と磁性および結晶構造との相関」金野拓也、石

田尚行、日本化学会第９２春季年会、2012 年 3 月 25-28 日、横浜（慶応日吉）。	

378)	 「基底三重項ピリミジン-4,6-ジイルビス(tert-ブチルニトロキシド)の合成と性質」本間雄太、

岡澤	 厚、石田尚行、日本化学会第９２春季年会、2012 年 3 月 25-28 日、横浜（慶応日吉）。	

379)	 「ランタノイド−ニトロキシドラジカル錯体系の単分子磁石の探索」村上里奈、岡澤	 厚、吉居俊

輔、野尻浩之、石田尚行、日本化学会第９２春季年会、2012 年 3 月 25-28 日、横浜（慶応日吉）。	

380)	 「新規金属錯体に関する研究〜有機物と金属を組み合わせた磁性材料の開発」金友拓哉、石田尚

行、小金民造、電気通信大学産学官連携センター第１７回共同研究成果報告会、2012 年６月６日、

電通大。	

381)	 「4f-3d ヘテロ金属錯体の磁気的相互作用」石田尚行、日本物理学会秋季大会、2012 年 9 月 18-21

日、横浜（横国大）。（招待講演）	

382)	 「RE-ラジカル系の相互作用評価」野尻浩之，田中卓也，M. Baker，石田尚行、日本物理学会秋季

大会、2012 年 9 月 18-21 日、横浜（横国大）。	

383)	 「熱誘起磁性を伴う結晶多形ビラジカルの研究」金野拓也、石田尚行、第六回分子科学討論会、

2012 年 9 月 18-21 日、東京（本郷）。	

384)	 「ピリジンやピリミジンを含む新規ニトロキシドキレート錯体の合成と性質」本間雄太、石田尚

行、第六回分子科学討論会、2012 年 9 月 18-21 日、東京（本郷）。	

385)	 「単分子磁石を目指したニトロキシドラジカル-ランタノイド錯体の磁性の解明」村上	里奈，岡

澤	厚，吉居	俊輔，Michael	L.	Baker，野尻	浩之，石田	尚行、第六回分子科学討論会、2012 年

9 月 18-21 日、東京（本郷）。	

386)	 「有機ラジカルが直接配位したランタノイド錯体の結晶構造と磁気的相互作用の相関」金友拓哉、

村上	里奈、石田尚行、第六回分子科学討論会、2012 年 9 月 18-21 日、東京（本郷）。	

387)	 「環状ビラジカルを目指したビスビピリジン化合物の合成研究」野澤	 明、石田尚行、全６名、

第六回分子科学討論会、2012 年 9 月 18-21 日、東京（本郷）。	

388)	 「ミニシンポジウム『エキゾチックな分子磁性の研究最前線』趣旨説明」石田尚行、第 51 回電子

スピンサイエンス学会年会	(SEST2012)、2012 年 11 月 1-3 日、札幌。	

389)	 「超分子化学的手法による強磁性的・反強磁性的カップリングのスイッチ」金野拓也、小出和也、

石田尚行、第 51 回電子スピンサイエンス学会年会	(SEST2012)、2012 年 11 月 1-3 日、札幌。	

390)	 「ハロゲン架橋をもつニッケル(II)三核錯体の磁性」井田由美、石川裕騎、宮本恵子、Ernst	Horn、

Michael	L.	Baker、野尻浩之、石田尚行、第 51 回電子スピンサイエンス学会年会	(SEST2012)、

2012 年 11 月 1-3 日、札幌。	

391)	 「新規ニトロキシドキレートニッケル錯体のスピン転移様挙動を伴う構造相転移」本間雄太、石

田尚行、第 51 回電子スピンサイエンス学会年会	(SEST2012)、2012 年 11 月 1-3 日、札幌。	

392)	 「ニトロニルニトロキシド化合物を用いたランタノイド錯体における磁気的相互作用の測定」金

友拓哉、村上里奈、Michael	L.	Baker、吉居俊輔、野尻浩之、石田尚行、第 51 回電子スピンサイ

エンス学会年会	(SEST2012)、2012 年 11 月 1-3 日、札幌。	

393)	 「双安定性を目指した多中心スピン転移磁性材料の開発」本間雄太、石田尚行、電気通信大学第

八回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2012 年 12 月 15 日、調布（電通

大）。		

394)	 「ビインダニリデン誘導体を用いたフォトクロミック物質の光誘起磁性」井田由美，北田昇雄，

石田尚行、電気通信大学第八回合同シンポジウム「ナノ未来材料とコヒーレント光科学」、2012

年 12 月 15 日、調布（電通大）。		

395)	 「希土類イオンを含むヘテロスピン分子における磁気的相互作用」石田尚行、東北大学卓越大学
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院研究会「金属錯体の固体物性最前線—金属錯体と固体物性物理と生物物性の連携新領域を目指し

て—」2013 年 2 月 4-6 日、仙台（東北大）。（招待講演）		

396)	 「電気通信大学における「パスポートプログラム」の取り組み」赤石暁，阿部浩二，石田尚行，

岡田佳子，奥野剛史，白川英樹，鈴木勝，高田亨，中村淳，中村仁，細見斉子，山北佳宏、日本

物理学会第 68 回（春季）年次大会、2013 年 3 月 26-29 日、東広島（広島大）。		

397)	 「へテロスピン系の特異な結合を利用した材料群の創出と構造相転移物質への展開」石田尚行、新学術

領域研究「分子自由度が拓く新物質科学」第７回領域会議、2013 年３月１-３日、本郷。	

398)	 「単分子磁石[DyCu2]クラスターにおける交換バイアス」井田由美、石田尚行、Ashutosh	Ghosh、

野尻浩之、日本化学会第９３春季年会、2013 年 3 月 25-28 日、草津（立命館大）。	

399)	 「新規 m-フェニレンビラジカルが示すスピン転移と構造転移」金野拓也、石田尚行、日本化学会

第９３春季年会、2013 年 3 月 25-28 日、草津（立命館大）。	

400)	 「スピン転移様挙動を示す新規ニトロキシドキレートニッケル錯体の性質」本間雄太、石田尚行、

日本化学会第９３春季年会、2013 年 3 月 25-28 日、草津（立命館大）。	

401)	 「ランタノイド(III)－ニッケル(II)ヘテロスピン系における交換相互作用と分子構造の化学的

傾向」岡澤	 厚・野尻浩之・石田尚行・小島憲道、日本化学会第９３春季年会、2013 年 3 月 25-28

日、草津（立命館大）。	

402)	 「新規金属錯体に関する研究〜スイッチングデバイスを目指した磁性材料の開発」山崎	 優、石

田尚行、小金民造、電気通信大学産学官連携センター第１８回共同研究成果報告会、2013 年６月

５日、電通大。 
403)	 「芳香族の分子間力を利用したスピンクロスオーバー鉄(II)錯体の開発研究」餅田直剛、石田尚

行、第七回分子科学討論会、2013 年 9 月 24-27 日、京都。	

404)	 「トリスピリジルメタノール誘導体を配位子に用いた鉄(II)スピンクロスオーバーの研究」山崎	

優、廣澤	直樹、石田尚行、第七回分子科学討論会、2013 年 9 月 24-27 日、京都。	

405)	 「ビフェニル骨格を有する S	=	3/2 を目指したトリラジカルの研究」野澤	明、石田尚行、第七回

分子科学討論会、2013 年 9 月 24-27 日、京都。	

406)	 「希土類-ラジカルへテロスピン系の中性子散乱と ESR による相互作用評価」田中卓也，野尻浩之，

Michael	L.	Baker，石田尚行，金友拓哉，餅田直剛，中島健次，河村聖子，Giovanna	G.	Simeoni、

日本物理学会秋季大会、2013 年 9 月 25-28 日、徳島（徳島大）。	

407)	 「電気通信大学における「パスポートプログラム」の取り組み II」赤石暁，阿部浩二，石田尚行，

岡田佳子，奥野剛史，白川英樹，鈴木勝，高田亨，中村淳，中村仁，細見斉子，山北佳宏、日本

物理学会秋季大会、2013 年 9 月 25-28 日、徳島（徳島大）。 
408)	 「有機ラジカルが直接配位したランタノイド錯体における磁気的相互作用の測定」金友拓哉,	吉

居俊介,	野尻浩之,	石田尚行，第５２回電子スピンサイエンス学会年会、2013 年 10 月 24-26 日、

大宮。	

409)	 「可逆的構造転移を目指したフェノキシラジカルの合成研究」室山洋紀、石田尚行，第５２回電

子スピンサイエンス学会年会、2013 年 10 月 24-26 日、大宮。	

410)	 「[Dy2M]型 4f–3d ヘテロスピン錯体における単分子磁石挙動の化学修飾」岡澤	 厚・石田尚行・

野尻浩之・小島憲道，錯体化学会第６３回討論会、2013 年 11 月 2-4 日、沖縄（琉球大）。	

411)	 「4f–3d ヘテロスピン系錯体における単分子磁石性能および交換相互作用の化学的傾向」岡澤厚、

吉居俊輔、野尻浩之、石田尚行、小島憲道、第１回東北大学リ-ディング大学院研究会、2014 年 2

月 22 日（東北大学）。	

412)	 「三角形状の基底 S	=	3 の Ni 三核錯体の磁性」井田由美・野尻浩之、石田尚行，日本化学会第９

４春季年会、2014 年 3 月 27-30 日、名古屋（名大）。	
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413) 「2,2’-bipyridin-6-yl tert-butyl nitroxide を用いたランタノイド錯体の交換相互作用の測定」金友拓

哉, 吉居俊輔, 野尻浩之, 石田尚行，日本化学会第９４春季年会、2014 年 3 月 27-30 日、名古屋（名

大）。	

414)	 「含窒素芳香族を用いた銅(I)発光錯体の構造活性相関の研究」北田昇雄・石田尚行，日本化学会

第９４春季年会、2014 年 3 月 27-30 日、名古屋（名大）。	

415)	 「多環芳香族骨格を有するトリニトロキシドラジカルの研究」野澤明・石田尚行，日本化学会第

９４春季年会、2014 年 3 月 27-30 日、名古屋（名大）。	

416)	 「多環芳香族骨格を有するジニトロキシドラジカルの研究」吉武	 徹・石田尚行，日本化学会第

９４春季年会、2014 年 3 月 27-30 日、名古屋（名大）。	

417)	 「４f-３d や４f-２p へテロスピン分子磁石」石田尚行，談話会、2014 年 6 月 3 日、大阪市（大

阪市立大）。	

418)	 「新規金属錯体に関する研究〜～希土類錯体を用いた磁性材料」中村健志、石田尚行、小金民造、

電気通信大学産学官連携センター第１９回共同研究成果報告会、2014 年６月４日、電通大。	

419) “The Strongest Gd-Nitroxide Magnetic Coupling and Magneto-Structural Relation in Related Complexes” 
T. Kanetomo, T. Ishida,	第 64 回錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

420)	 「μ2-O 及び-Cl 架橋をもつ三角形状の Ni 三核錯体の構造と交換相互作用の相関」 井田由美、R. 
Biswas、A. Ghosh、野尻浩之、石田尚行,	第 64 回錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中

央大）。	

421)	 「掃引速度に依存したスピンクロスオーバー挙動を示す Fe(II)錯体」 山崎優、石田尚行,	第 64 回

錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

422)	 「立体配座の変化に伴う熱ヒステリシスを示すスピンクロスオーバー鉄(II)錯体」	餅田直剛、石

田尚行,	第 64 回錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

423)	 「環状ニトロキシドラジカルを用いたランタノイド錯体の磁性」	中村健志、野尻浩之、石田尚行,	
第 64 回錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

424)	 「三座配位子として機能する 2,6-ピリジンジニトロキシド」川上日向子、利根川朝人、石田尚行,	

第 64 回錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

425)	 「C3 対称をもつ単核希土類錯体の合成、構造、発光、単イオン磁石挙動」藤波武・山内卓・松本

尚英・砂月幸成・槌本昌信・石田尚行・Nazzareno	Re,	第 64 回錯体化学討論会、2014	年 9 月 18-20

日、東京（中央大）。	

426)	 「fac-mer-型構造異性をもつ希土類錯体の合成、構造、発光、単イオン磁石挙動」藤波武・山内

卓・松本尚英・砂月幸成・槌本昌信・餅田直剛・石田尚行・Nazzareno	Re,	第 64 回錯体化学討論

会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

427)	 「三脚型配位子と二座配位子からなる強発光性希土類錯体の合成、構造、磁性」新豊聖良・藤波

武・松本尚英・石田尚行・槌本昌信・砂月幸成・Nazzareno	Re・Jerzy	Mrozinski,	第 64 回錯体

化学討論会、2014	年 9 月 18-20 日、東京（中央大）。	

428)	 「電気通信大学における「パスポートプログラム」の取り組み III」赤石暁，阿部浩二，石田尚

行，岡田佳子，奥野剛史，白川英樹，鈴木勝，高田亨，中村淳，中村仁，細見斉子，山北佳宏、

日本物理学会秋季大会、2014 年 9 月 7-10 日、春日井市（中部大）。	

429)	 「構造相転移を目指したビラジカル化合物の研究」吉武 徹、石田尚行、第８回分子科学討論会、

2014 年 9 月 21-24 日、東広島（広大）。	

430)	 「単座ニトロキシド配位子を用いたガドリニウム(III)錯体における構造磁性相関」金友拓哉、中

村健志、石田尚行、第８回分子科学討論会、2014 年 9 月 21-24 日、東広島（広大）。	

431)	 「ヘテロスピン単分子磁石の設計、開発、計測」石田尚行、日本物理学会第７０回年次大会、2015
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年 3 月 21-24 日、東京（早大）。（招待講演）	

432)	 「空気中で安定な 2,6-ピリジンジイルジニトロキシド」川上日向子、利根川朝人、石田尚行、

日本化学会第９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

433)	「構造相転移を目指した m-フェニレン架橋ジニトロキシドとトリニトロキシドの研究」吉武	 徹、

石田	 尚行、日本化学会第９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

434)	 「アニオニックな鉄(II)錯イオンをスピンクロスオーバー構築単位に用いた錯体の構造と磁性」

山崎	 優、石田尚行、日本化学会第９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

435)	 「Gd-ラジカル錯体における最大の強磁性的相互作用の発現と機構の解明」吉武	 徹、金友拓哉、

石田尚行、日本化学会第９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

436)	 「2-ピリジルニトロキシド骨格を用いたモノ、ジ、トリラジカルの開発及びそれらの配位子への

応用」井田由美、石田尚行、日本化学会第９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

437)	 「スピロ骨格を有したビラジカル化合物の合成」金友拓哉、石井憲雄、石田尚行、日本化学会第

９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

438)	 「MeO-TEMPO を用いた希土類錯体の単分子磁石性能の研究」中村健志、石田尚行、日本化学

会第９５春季年会、2015 年 3 月 26-29 日、船橋（日大）。	

439)	 「分子内に近接して配置されたニトロキシド部位を有するビラジカル化合物の構造と磁性」小泉

直樹、石田尚行、第９回分子科学討論会 2015、2015 年 9 月 16 日-19 日、大岡山（東工大）。	

440)	 「強い磁気結合を持つ 2,6-二置換ピリジンビラジカルと希土類イオンからなる単分子磁石の研

究」川上日向子、利根川朝人、石田尚行、第９回分子科学討論会 2015、2015 年 9 月 16 日-19 日、

大岡山（東工大）。	

441)	 「2,2’-ビピリジン-6-イル t-ブチル	ニトロキシドと同置換基を有するケトンを用いた希土類

錯体の磁性の比較」金友拓哉、野尻浩之、石田尚行、第９回分子科学討論会 2015、2015 年 9 月

16 日-19 日、大岡山（東工大）。	

442)	 「三角形	[Ni3(tmen)3(μ3-X)(μ3-Y)(μ2-Z)3]	型錯体の磁気異方性と分子間磁気カップリングの

評価」井田由美、石田尚行、第９回分子科学討論会 2015、2015 年 9 月 16 日-19 日、大岡山（東

工大）。	

443)	 「高周波 EPR 測定を利用した Tb-ニトロキシド錯体の交換相互作用の定量的な解析と評価」金友

拓哉、中村健志、吉武	 徹、川上日向子、野尻浩之、石田尚行、第５４回電子スピンサイエンス

学会年会（SEST2015）、2015 年 11 月 2	-	4 日（新潟市）。	

444)	 「三方両錐型の分子外形を持つニッケル三核錯イオンの磁気的性質」井田由美、石田尚行、第５

４回電子スピンサイエンス学会年会（SEST2015）、2015 年 11 月 2	-	4 日（新潟市）。	

445)	 “Study on synthesis of a biradical compound from spiro-junctioned biacridines,” KANETOMO, Takuya; 
ISHIDA, Takayuki, 日本化学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都（同志社

大）。	

446)	 「強磁性的相互作用を示す Gd-ラジカル錯体の磁性と構造の相関」金友拓哉、石田尚行、日本化

学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都（同志社大）。	

447)	 「ビスフェノキシルビラジカルの反磁性閉環体の構造と性質」川上日向子、室山洋紀、石田尚行、

日本化学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都（同志社大）。	

448)	 「脂肪族ニトロキシドラジカルを用いた希土類錯体における交換相互作用の研究」中村健志、石

田尚行、日本化学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都（同志社大）。	

449)	 「m-フェニレン架橋ニトロキシドラジカル類の合成と構造および磁気的性質」吉武	 徹、石田尚

行、日本化学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都（同志社大）。	

450)	 「π-f 高スピン分子を目指したビス、トリスニトロキシドの錯形成」牧村佳世子、石田尚行、日
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本化学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都（同志社大）。	

451)	 「[Dy2Ni]型錯体における単分子磁石挙動とスピンエネルギーダイアグラム」岡澤	 厚・野尻浩

之・石田尚行・小島憲道、日本化学会第９６春季年会、2016 年 3 月 24 日(木)～27 日(日)、京都

（同志社大）。	

452)	 「ナノ粒子の超音波合成	～	貴金属ナノ粒子と磁性ナノ粒子の合成に及ぼす超音波の効果	～」畑

中信一・宮下	 拡・石田尚行、超音波研究会（電子情報通信学会）、2016 年 11 月	7 日浜松市（静

岡大）。	

453)	 「磁性ナノ粒子の超音波合成	～	マグネタイトとビスマスフェライトの合成と磁性	～」宮下	

拡・石田尚行・畑中信一、音響・超音波サブソサイエティ合同研究会（電子情報通信学会）、2017

年 1 月 25、26 日京都市（同志社大）。	

454)	 「重希土類とニトロキシドラジカルからなる単分子磁石」石田尚行、小泉直樹、中村健志、村上

里奈、金友拓哉、電気通信大学ナノトライボロジー研究センター開設シンポジウム、第二部電通

大-理科大合同研究会ナノ構造が拓く新奇な物性物理学〜広がるナノトライボロジーの世界、平成

29 年 3 月 8 日(水)、調布（電通大）。（招待講演）	

455)	 「分子内強磁性的カップリングを示す希土類－ラジカル錯体の分子構造と磁性の相関」金友拓哉,	

吉武	徹,	石田尚行、電気通信大学ナノトライボロジー研究センター開設シンポジウム、第二部電

通大-理科大合同研究会ナノ構造が拓く新奇な物性物理学〜広がるナノトライボロジーの世界、平

成 29 年 3 月 8 日(水)、調布（電通大）。	

456)	 「環状ニトロキシドラジカルと希土類による錯体の分子内交換相互作用の研究」小泉直樹,	石田

尚行、電気通信大学ナノトライボロジー研究センター開設シンポジウム、第二部電通大-理科大合

同研究会ナノ構造が拓く新奇な物性物理学〜広がるナノトライボロジーの世界、平成 29 年 3 月 8

日(水)、調布（電通大）。	

457)	 「直鎖アルキル基の導入による中間相スピンクロスオーバーを目指した錯体の開発」嘉代	 敦、

石田尚行、電気通信大学ナノトライボロジー研究センター開設シンポジウム、第二部電通大-理科

大合同研究会ナノ構造が拓く新奇な物性物理学〜広がるナノトライボロジーの世界、平成 29 年 3

月 8 日(水)、調布（電通大）。	

458)	 「室温三重項ビラジカルを配位子に用いたランタノイド錯体に関する研究」関根弘泰・石田尚行、

日本化学会第９７春季年会、平成 29 年 3 月 16 日(木)～19 日(日)、横浜（慶応大）。	

459)	 「tert-ブチル基を導入したビラジカルスピロ化合物の合成と性質」金友拓哉,	市橋佳奈,	真崎康

博、石田尚行、日本化学会第９７春季年会、平成 29 年 3 月 16 日(木)～19 日(日)、横浜（慶応大）。	

460)	 “Properties of Single-Molecule Magnet Behavior for Dysprosium(III) Complexes with a Nitroxide 
and Precursory Hydroxylamine Ligand,” T. Kanetomo and T. Ishida, 日本化学会第９７春季年会、平

成 29 年 3 月 16 日(木)～19 日(日)、横浜（慶応大）。	

461)	 「ニトロキシドを含むビピリジン系配位子を用いた遷移金属錯体の構造と磁性の研究」音頭暁

洋・石田尚行、日本化学会第９７春季年会、平成 29 年 3 月 16 日(木)～19 日(日)、横浜（慶応大）。	

462)	 「ピリジル４位の置換基効果に着目した pybox-鉄(II)スピンクロスオーバー錯体の研究」木村陽

文・石田尚行、日本化学会第９７春季年会、平成 29 年 3 月 16 日(木)～19 日(日)、横浜（慶応大）。	

463)	 「スペーサー骨格を使用した分子内の 2 つのニトロキシド間距離の制御と磁気的挙動の評価」小

泉直樹・石田尚行、日本化学会第９７春季年会、平成 29 年 3 月 16 日(木)～19 日(日)、横浜（慶

応大）。	

464)	 「ニトロキシドラジカルの希土類イオンへの配位：単分子磁石における常磁性配位子の役割」金

友拓哉、中村健志、村上里奈、石田尚行、第 28 回基礎有機化学討論会、2017	年 9 月 7-9 日、福

岡（九大）。	



石田尚行 

 
- 41 - 

 

465)	 「ビスニトロキシド化合物におけるスペーサー骨格導入の研究」小泉直樹、石田尚行、第 28 回基

礎有機化学討論会、2017	年 9 月 7-9 日、福岡（九大）。	

466)	 「基底三重項スピロビアクリジン-N,N’-ジオキシル：tert-ブチル基の導入による安定化と磁気

的孤立化」市橋佳奈、金友拓哉、石田尚行、第 28 回基礎有機化学討論会、2017	年 9 月 7-9 日、

福岡（九大）。	

467)	 「基底一重項を示すメチレン架橋したビス(ジヒドロフェナントリジン―N―オキシル)の研究」金

友拓哉、榎本真哉、石田尚行、第 28 回基礎有機化学討論会、2017	年 9 月 7-9 日、福岡（九大）。	

468)	 “Exchange-Coupled Heavy-Lanthanoid and Nitroxide Magnets Showing Spin-Parity Behavior on the 
Whole Molecule Basis,” T. Kanetomo, T. Nakamura, R. Murakami, and T. Ishida, 第 67 回錯体化学

討論会、2017	年 9 月 16-18 日、札幌（北大）。	

469)	 「４位置換 pybox と dpp	の鉄(II)錯体におけるスピンクロスオーバー挙動の相関」木村陽文、石

田尚行、第 67 回錯体化学討論会、2017	年 9 月 16-18 日、札幌（北大）。	

470)	 「ニトロキシドおよびヒドロキシルアミン化合物を配位子とする希土類錯体の単分子磁石性能」

金友拓哉、榎本真哉、野尻浩之、石田尚行、第 67 回錯体化学討論会、2017	年 9 月 16-18 日、札

幌（北大）。	

471)	 「基底三重項を示すデュアルラジカルキレート配位子を用いた金属錯体の合成、構造および磁性」

岡澤	厚,	石田	尚行,	小川	桂一郎,	小島	憲道、第 67 回錯体化学討論会、2017	年 9 月 16-18 日、

札幌（北大）。	

472)	 「ビナフチルを蝶番とするビスニトロキシド化合物のサーモクロミズム・マグネティズムに関す

る研究」小泉直樹、石田尚行，第５６回電子スピンサイエンス学会年会、2017 年 11 月 2-4 日、

東工大大岡山、東京。	

473)	「ナノ粒子の超音波合成〜反応サイトと超音波効果の考察〜」畑中	信一,	内山	智史,	石田	尚行，

11 月超音波研究会（電子情報通信学会）、2017 年 11 月 17 日、本多電子（株）、豊橋。	

474)	 「近接した常磁性クロモフォアの分子構造変化に基づく特異な磁気的性質」小泉直樹・石田尚行、

日本化学会第９８春季年会、平成 29 年 3 月 20 日～23 日、船橋（日大理工学部）。	

475)	 「pybox-Fe(II)錯体におけるスピンクロスオーバー挙動の置換基効果」木村陽文・石田尚行、日

本化学会第９８春季年会、平成 29 年 3 月 20 日～23 日、船橋（日大理工学部）。	

476)	 「4 位にニトロキシドを有するピリジン系三座配位子を用いた希土類金属の発光消光に関する研

究」音頭暁洋・石田尚行、日本化学会第９８春季年会、平成 29 年 3 月 20 日～23 日、船橋（日大

理工学部）。	

477) 「直鎖アルキル基を導入した tris(2-pyridyl)methane 誘導体を配位子として用いたスピンクロスオ

ーバー錯体の研究」嘉代	 敦・石田尚行、日本化学会第９８春季年会、平成 29 年 3 月 20 日～23
日、船橋（日大理工学部）。 

478)	 「ビラジカル架橋による一次元希土類化合物の構造と磁性」金友拓哉,	吉門駿,	牧村佳代子,	石

田尚行,	榎本真哉、日本化学会第９８春季年会、平成 29 年 3 月 20 日～23 日、船橋（日大理工学

部）。	

479)	 「s-トリアジン骨格を有したトリラジカル化合物を配位子とする希土類錯体」直井	裕哉,	金友拓

哉,石田尚行,	榎本真哉、第 68 回錯体化学討論会、2018	年 7 月 28-30 日、仙台。	

480)	 「テルピリジン骨格を有したビラジカル化合物を配位子とする希土類錯体の単分子磁石性能の評

価」金友拓哉,	榎本真哉,	石田尚行、第 68 回錯体化学討論会、2018	年 7 月 28-30 日、仙台。	

481)	 「スピンクロスオーバーを示す Fe(Ⅱ)錯体におけるアルキル基の置換基効果」曽田周杜、石田尚

行、第 29 回基礎有機化学討論会、2018	年 9 月 6-8 日、大岡山（東工大）。	

482)	 「蝶番型ビスニトロキシドの共有結合‐ビラジカル平衡」荒井麻里奈・小泉直樹・石田尚行、第



石田尚行 

 
- 42 - 

 

29 回基礎有機化学討論会、2018	年 9 月 6-8 日、大岡山（東工大）。	

483)	 「t-ブチル 5-フェニル 2-ピリジルニトロキシドとニッケル(II)イオンからなる錯体における新

しいスピン転移メカニズム」京田	幸也・本間	雄太・石田尚行、第 29 回基礎有機化学討論会、2018	

年 9 月 6-8 日、大岡山（東工大）。	

484)	 「1,3,5-三置換ベンゼンからπ系拡張したトリス（t-ブチルニトロキシド）の合成と物性評価」

後閑優里、金友拓哉、石田尚行、第 29 回基礎有機化学討論会、2018	年 9 月 6-8 日、大岡山（東

工大）。	

485)	 「1,1,1-Tris(2-pyridyl)nonadecane を配位子とする緩やかなオーダー-ディスオーダー転移を

伴ったスピンクロスオーバーを示す錯体」嘉代	敦・石田	尚行、第 29 回基礎有機化学討論会、2018	
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